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学歴 1997年北里大学看護学部看護学科卒業、2007年北里大学大学院看護学研究科博士前期課程修了

小児科診療85巻秋増刊

Page157-161
櫻井育穂 2022.10

入院中の子どものセルフケア能力・親のケ

ア能力を高める看護尺度の開発
共著

氏名 櫻井育穂 部署 看護学科 職名 准教授

研究分野 小児看護学、思春期看護学

学位 修士（看護学）

【今考える,移行期医療】実は知らなかっ

た,自立支援の様々な見方,あり方　総合的

な観点　多職種連携の課題　多職種連携の

現状と課題　医療職・看護師対象の調査結

果をもとに,多職種連携の課題と今後の方

向性について論じる

単著 なし

看護実践のための根拠がわかる　小児看護

技術　第3版
共著 あり

株式会社メヂカルフレンド

社、Page422

添田啓子、鈴木千衣、三宅玉恵、

田村佳士枝、櫻井育穂、他
2022.12

経歴 2013年埼玉県立大学保健医療福祉学部講師　2018年埼玉県立大学保健医療福祉学部准教授

所属学会（役職） 日本小児看護学会、日本小児がん看護学会、日本思春期学会、日本小児保健協会

１．研究業績

（１）著作

共著 なし

賀藤 均(賛育会病院), 位田 忍, 犬塚

亮, 落合 亮太, 掛江 直子, 坂上 博,

櫻井 育穂, 福島 慎吾, 本田 雅敬, 増

子 孝徳, 横谷 進, 松原 知代, 窪田

満,

2023.01

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

あり 長谷美智子、櫻井育穂、他 2022.12
日本小児看護学会誌

31巻Page53-60

（２）論文

論文の名称 単・共 査読 著者、編者名 発表等年月IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

Social independence evaluation index for

Japanese patients with childhood-onset

chronic diseases

共著 あり

Inoue Y, Umebayashi H, Matsui T,

Nishiyama S, Sakurai I, Maru M,

Takeda T, Tanigawa K, Miyamae

T.

2022.12
Front Pediatr

. 2022 Dec 6;10
〇

（４）その他

該当なし

名称 単・共 発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月

小児期発症慢性疾患を有する患者の成人移

行支援を推進するための提言

 日本小児科学会雑誌

127巻1号 Page61-78

Prevalence and barriers to health care

transition for adolescent patients with

childhood-onset chronic diseases across

Japan: A nation-wide cross-sectional

survey

共著 あり 〇
Front Pediatr

. 2022 Sep 1;10

Sakurai I, Maru M, Miyamae T,

Honda M.
2022.9

該当なし

２．競争的資金等の研究

競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

科学研究費助成事業　基盤研究（C)

小児慢性疾患患者の成人移行期支

援における患者家族中心の教育プ

ログラムの開発・評価

研究代表者 2019.4～2023.3
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小児看護学Ⅱ 1コマ

先天性心疾患をもつ子どもと家族への看護について、理論やガイドライ

ン、学術論文等を参考に講義を行い、看護国家試験における状況設定問

題への対策として、上記疾患の病態生理・治療・看護について事例を用

いた。

３．教育業績

（１）講義

講義の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

小児看護学Ⅲ 16コマ

学内実習を伴うPBLチュートリアルの学習方法を用い、学生が自主的に

学習できるよう、科目責任者として円滑化を図り、且つチューターとし

ての役割を果たした。シミュレーションを通し、事例のイメージ化を図

り、事例シートは実習等で活用できるよう、小児看護に特徴的な疾患3事

例をより臨床に即したデータや病状を用い作成した。

子どもの保健 〇 16コマ

講義形式による知識・役割理解を促し、その後演習を実施。演習シート

を作成し、技術演習の方法に加え、ケアの根拠や臨床上のポイントを記

し学生の評価を得た。

看護倫理（大学院） 2コマ

6名受講。担当者として小児看護における倫理的課題（IC,代理意思決

定、プレパレーション）について、文献および研究等を用いて講義し

た。また、学生の学習内容及び実践事例をもとにディスカッションを行

い理解を深めた。

（２）演習

演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

小児看護学Ⅳ 15コマ

事例に即した、小児看護学特有の看護技術についてロールプレイ等を用

いて指導し、実践における根拠を検討できるようファシリテートした。

また、技術テストを実施することで安全への意識を高めた。

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

小児看護学実習 2022.9.10～12

1グループ2週間実習を4クール実施。子どもの権利を理解し、対象を理

解し統合的に捉え看護の必要性と方向性を考え、実践・評価できるよ

う、1クール中にカンファレンス（毎日）・看護記録の助言（毎日）・個

別面接（2回）実施。さらに、医師からの臨床講義を調整し、学生の疾患

の理解を深めた。また、子どもの安全・安楽を守る事ができるよう臨床

指導者との連携のもと付き添うことで、事故なく実習を終え成果を上げ

た。

総合実習 2022.4～8

自分の課題や技術力と対峙し、課題を探求できるよう、ゼミを行い実習

計画書を作成。その後3病棟（各病棟4～5名）で、実習を行った。実習

中はカンファレンス・看護記録・個別面接を実施。また、安全・安楽に

対象者へ看護介入できるよう担当教員への助言や臨床指導者と連携し、

成果を上げた。さらには最終報告会を実施し、学生の小児看護に対する

理解を深めることができた。

IPW実習

〇

2022.4～10

実習担当者として1グループを担当し、円滑な実習運営のため、施設との

打ち合わせ、実習準備・調整、2回のオリエンテーションを実施し、学生

のサポートを行った。また、施設担当者と連携し、実習が円滑に行える

よう助言し、実習中は学生の面談等を実施した。最終発表会では施設の

指導者からも良い評価を得た。

卒業論文 2022.4~2023.1 主指導 ４名 副指導 名

（４）論文指導

対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

学生への就職相談・調整 2022.4～2023.3 卒研・総合実習等を通して学生の就職相談や調整を実施した。

（５）その他

名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

就職支援 2023.3
看護学科4年次生・4年次編入生に対して、県内就職支援として、面接練

習を実施。
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埼玉県立小児医療センター看護研究指導 2022.4～2023.3
臨床看護師の看護研究2件について相談および助言を行い、学会発表へ向

けた指導を実施した（年5回）。

卒業生へのキャリアアップ相談
2022.8、10

2023.3
卒業生へのキャリア形成について相談および助言を行った。

オレムワークショップ（看護過程研修会）

及びオレム推進連絡会

埼玉県立小児医

療センター

看護過程研修会および事例検討会にて、オレム理論に基づく

実践に関するファシリテート（年3回）

2022.6

～2023.2

小児慢性特定疾病児童等移行期医療支援者

養成研修事業でのe-lerning講座

国立成育医療研

究センター
小児科診療における 自律・自立支援および患者教育 2022.4

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

2022.9～2026.8

思春期看護研究会 事務局長及び総務会計 2020.4～現在

日本小児リウマチ学会 メディカルスタッフ育成ワーキンググループ委員 2020.4～現在

第4回思春期看護研究会
思春期看護研究

会
成人移行期支援に関する講演会の企画・運営 2023.2

（２）国、自治体、学術団体等における委員等

国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

日本小児科学会

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

学科等における委員会等 看護学科　保健師助産師選考関連科目履修者選考委員

５．学内運営

（４）その他

項目 相手方等 内容 期間

項目 内容 期間

地域貢献活動 埼玉県立小児医療センター 移行期支援テキスト（中学生向け・家族向け）HP資料作成・掲載 2020.3～現在

８．特記事項

該当なし

第14回（2022）年度　研究奨励賞 日本小児看護学会 2023.3

７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

該当なし

NHK報道局
NHK１１月３０日（水）朝７時台「おはよう日本」内　１０分程度の特集への

取材
2022.10~11

大学広報活動 オープンキャンパス教員個別相談 2022.8

卒業生へのホームカミングデーの開催 2022.5 卒業生へのホームカミングデーの企画・実施

2022.4～2023.3

学科等における委員会等 看護学科　教務委員 2022.4～2023.3

学科等における委員会等 看護学科　カリキュラム運営検討委員 2022.4～2023.3

学科等における委員会等 看護学科　プロジェクトJABNE日本看護学教育評価機構 2022.4～2023.3

移行期支援に関する提言作成ワーキンググループ委

員
2020.4～2023.3

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

日本小児看護学会 専任査読者


